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作品年譜作成について　
青山杉雨（本名・文雄《一九一二年～一九九三年》 、一九九二
年文化勲章受章）は、書芸術の中で、特に漢字分野において作品制作を行い、常に書の時代性について模索しながら現代的表現を追求し続け、書道教育や書芸術の後継者育成にも尽力した書家である。　
また、戦後の昭和から平成にかけて、日本書道界の漢字・仮
名・篆刻・近代詩文・前衛の各分野を代表とする有力な作家とも積極的に交流を持ち、日本書壇 構築と、将来に至 書芸術の在り方を示唆した貢献は多大であると言えよう。　
二〇一二年は青山生誕百年にあたり、東京国立博物館と上海博
物館（二〇一三年春開催予定）においてもその記念回顧展が開催される程、青山の功績は現在も国内外で広く認められている。また近年、青山に関する書籍が多く出版されるなど 書業が一部の専門家だけではなく、一般にも理解し易い現状になってきた。特に『青山杉雨文集
　
第一巻～第五巻』 （岳陽舎）は、青山書芸
術観をあらゆる方向から網羅掲載し、解説を行っている。　
青山は、漢字分野の中でも特に中国古代文字を表現対象とし、
中国書法史上でも表現されることがなかった新表現 開拓した功績が顕著であったため、青山杉雨作品と言えば篆隷作品が主、と一般的に考えられているであろう。　
しかし、青山作品を考えるに、行草作品に関して、表面的には
中国明清時代の書風を単に踏襲しているかのように見えるが、詳細に鑑賞分析すると、その中 独自の筆法・章法を駆使し、また紙・墨・筆などの材質にも工夫しながら、伝統的技 との融合とそこから新機軸を生み出す実験を続けていたと看取でき 。　
一九八〇年代の書道界は、前代までの書表現からの変化を安易
に求めるあまり、作品制作に中国明清時代の書風を基調とす が、その技法を歴史的見解から理論付け体系的に捉えることが不充分であった。青山著『明清書道図説』 （二玄社・一九八六年印行）が、その意義を呈し、青山自身もその実践を行っている。つまり、青山の行草作品が単なる明清書風 踏襲ではなく より精神

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的、内面的模索を主として制作され、しかもその重要性を鑑賞者に身を以って提示している、と考察する。　
そして、それらの技術をもって、様々な変化に富む線で構築さ
れた篆隷作品は 単なる古典的な篆隷書法で書かれたものとは質を異にする。故に篆隷作品が異彩を放ち 「一作一面貌」という信条のもと、その強烈な印象を鑑賞者に与え続けた。このことが、現在のような青山像を一般化させたと考える。　
本作品年譜は青山書芸術の初期（一九三六年～一九六二年）を
修作時代とし、青山作品研究 関する基礎資料の充実 青山書芸術初期の特徴と作家としての軌跡をより明確化することを目的として編集を行った。　
年譜作成においては、『青山杉雨作品Ⅰ・Ⅱ』 （二玄社）掲載
の「青山杉雨年譜」 「作品目録」 （書道研究家・西嶋慎一氏説）基盤としながら、現在の青山に関係する資料で、一九三六年から一九六二年の作品を最も掲載している『書品』 『書道グラフ』中の青山作品を 譜へ新たに加えた。　
西嶋氏製作による青山杉雨 品歴（ 『青山杉雨作品Ⅰ・Ⅱ』掲
載）は、青山の書業 七期に区分し、作品 変化について以下ように指摘している。
一九三六年～一九六二年
　
（修作時代）
一九六三年～一九六 年
　
（作風の確立時代）
一九七〇年～一九七六年
　
（
 前代の試行を受け、展開が盛んに
行われる時代）
一九七七年～一九八二年
　
（第一期黄金時代）
一九八三年～一九八五年
　
（董其昌論による試作・展開時代）
一九八六年～一九八八年
　
（第二期黄金時代）
一九八 年～ 九二
　
（ある境地を求める時代）
　
この作品歴を通観しても、修作時代と比定される期間が、青山
に書家としての自立を促す重要な時期であった事が理解出来る。　
よって、作品の所在・作品サイズが不明であっても、 『書品』
『書道グラフ』の掲載作品は現在全く見る事が きないものであるため、前述の編集目的から資料的価値を考慮し、新たに四十六作品を作品年表に加え、その内容が通観できるよう作品画像を併載した。『書 』 『書道グラフ』への作品掲載時期と作品制作時期の異なる場合が想定できるものは、制作時期に即して年譜に加えた。　
また、年譜中に以下のような表記を付した。△『青山杉雨作品Ⅰ・Ⅱ』に記録されているが 掲載無し○『青山杉雨作品Ⅰ・Ⅱ』 作品掲載〈書体〉●作品年譜に新たに加えた作品〈書体〉―作品図版番号
　
この作品年譜から、「青山は篆隷作家である」という印象は受
けないであろう。寧ろ作品を詳細に観察すると、この修作時期は、
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中国書道史における帖学派の系譜に似た作品が多く確認できる。篆書・隷 作品を発表するのが、四十三歳以降であることから、作品制作に関する篆隷書法への傾倒が早期 は確認 きない。更に、青山が 活動の基軸としていた日展において 、四十六歳に初めての篆書作品を発表するものの、後は（修作時代において）全て行草作品での出 である。　
この修作時代における青山の行草作品は、青山書芸術の基盤と
方向性、時代性との葛藤 始まりを探る資料として、興味は尽きない。　
前述より考え得る諸問題は、青山書芸術観と当時の書道界の状
況を踏まえ、今後の研究課題 する。作品年譜１９３６ （昭和１１）２４歳
△「菜根譚」第六回泰東書道院展
１９３７年（昭和１２）２５歳
○「韋応物・幽居」第七回泰東書道院展〈行〉
１９３８年（昭和１３）２６歳
○「白楽天・閒夕」第八回泰東書道院展〈草〉
１９３９年（昭和１４）２７歳
△「草書対幅」第九回泰東書道院展
　
［銅牌受賞］
１９４０年（昭和１５）２８歳
○「陳恭尹・日本刀歌」第一〇回泰東書道院展　　　　　　　　　　　
［特選府知事賞受賞］

〈行〉
　　
１９４１年（昭和１６）２９歳
△「白詩四屏」第一一回泰東書道院展優勝　　　　　　
［総裁東久邇宮賞受賞］
１９４３年（昭和１８）３１歳
△大日本書道報国会出品［特選受賞］
１９４８年（昭和２３）３６歳
○「李太白詩・送友人尋越中山水」日展［初入選］〈行〉△全日本書道展出品
１９４９年（昭和２４）３７歳
○「劉禹錫・和僕射牛相公春日閒坐見懷」日展〈行草〉

△日本総合書芸展出品［毎日新聞社主催］
１９５０年（昭和２５）３８歳
○「李太白・六首」日展
　
［特選受賞］

〈行草〉
　　
●「王之渙詩・登鸛雀樓」

〈行草〉―１
１９５１年（昭和２６）３９歳
●「李太白・二首」日展［特選朝倉賞受賞］

〈行〉―２
●「李太白・江上吟」謙慎書道展

〈行〉―３
●「李太白・秋浦歌其十 日本 美術院展

〈行草〉―４
●「李太白・對雪獻從兄虞城宰 毎 書道展

〈行草〉―５
１９５２年（昭和２７）４０歳
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●「時として」日本書道美術院展
 〈漢字仮名交じり文〉―６
●「王昌齢詩・重別李評事」謙慎書道展

〈行草〉―７
●「杜子美詩・王閬州筵奉酬十一舅惜別之作」日展
〈行草〉―８
●「杜子美詩・紫宸殿退朝口号」毎日書道展

〈行草〉―９
１９５３年（昭和２８）４１歳
●「杜子美詩・戯爲六絶句」謙慎書道展

〈草〉―１０
●「杜子美詩・戯爲六絶句
　
六」日展

〈草〉―１１
●「杜子美詩・戯爲六絶句
　
三」毎日書道展

〈草〉―１２
１９５４年（昭和２９）４２歳
○「李太白・見京兆韋參軍量移東陽」日展

〈行〉
　　　
●「劉長卿・感懐」謙慎書道展

〈行草〉―１３
●「蘇東坡詩・縦筆」毎日書道展

〈行草〉―１４
１９５５年（昭和３０）４３歳
○「李重華・湖天雜興」謙慎書道展〈行草〉●「氣満」欧州巡回書道展

〈草〉―１５
●「無盡蔵」毎日書道展

〈篆〉―１６
●「静退隯滅明 日展

〈行〉―１７
１９５６年（昭和３１）４４歳
●「迢欲寨軀」謙慎書道展

〈隷〉―１８
●「白楽天詩」日展

〈行草〉―１９
●「蜻蜓款颺」毎日書道展

〈隷〉―２０
○「意馬心猨」朝日二十人展《１９５７年出品》〈隷〉●「白楽天五律」朝日二十人展《１９５７年出品》
〈行草〉―２１
●「七言対句」朝日二十人展《１９５７年出品》
〈行草〉―２２
●「白楽天七絶二首」朝日二十人展《１９５７年出品》
〈行草〉―２３
１９５７年（昭和３２）４５歳
△第一回日中交換書道展●「萬化齊軌」書道グラフ掲載・四十年代作家
 〈隷〉―２４
●「芳草色濃帰路遠
　
啼鶯意倦出花遅」
　　
迎春慶賀詞文・書道グラフ掲載

〈行草〉―２５
●「白居易詩・山中五絶句
　
林下樗」日展

〈行草〉―２６
●「白楽天詩二首」謙慎書道展

〈行草〉―２７
●「杜甫詩・刈稲了詠懐」毎日書道展

〈行草〉―２８
●「吾愛陶隠居」書道グラフ掲載

〈行草〉―２９
●「壷裡春」朝日二十人展《１９５８年出品》
 〈隷〉―３０
●「白楽天詩・晩秋閑 朝日二十人展《１９５８年出品》
〈草〉―３１
●「白楽天詩・微雨夜行
〈行草〉―３２
●「縦畼」新春書道小品展《１９５８年出品》
 〈隷〉―３３
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１９５８年（昭和３３）４６歳
○「奇字蟲篆」毎日書道展
　
〈隷〉
○「詩書継世」日展
　
〈篆〉
●「天垂餘慶」書道グラフ掲載

〈行草〉―３４
●「謝繹詩」謙慎書道展

〈隷〉―３５
●「不羈」新春書道小品展《１９５９年出品》
 〈篆〉―３６
●「春潮来」朝日二十人展《１９５ 年出品》
 〈草〉―３７
●「無礙」朝日二十人展《１９５９年出品》

〈篆〉―３８
●「蘭亭詩」朝日二十人展《１９５９年出品》
〈行草〉―３９
○「庾友・蘭亭詩」朝日二十人展《１９５ 年出品》
 〈行草〉
１９５９年（昭和３４）４７歳
○「寒山詩」謙慎書道展
　
〈行草〉
○「聽鹿鳴」朝日二十人《１９６０年出品》

〈篆〉
　　　
△日本代表書家展●「逸懐」

〈篆〉―４０
１９６０年（昭和３５）４８歳
○「臨楚王酓
鼎銘」
　

〈金文〉
　　　
○「旅情」『近作自選』掲載
　

〈草〉
　　
○「巖風」朝日二十人展《１９６１年出品》

〈篆〉
　　
●「陽乘陰」日本代表書家

〈隷〉―４１
●「嘯傲」朝日二十人展《１９６１年出品》

〈隷〉―４２
△第二回日中交換書道展
１９６１年（昭和３６）４９歳
○「田中冬二詩」現代詩・ 展
　
〈漢字仮名交じり文〉
○「霊機」朝日 十人展《１９６２年出品》

〈隷〉
　　　
△サンパウロ・ビエンナーレ●「趙世昌詩・春閨怨」朝日展

〈行草〉―４３
●「欧陽炯・三字令」日展

〈行草〉―４４
●「臨鄭登叔鬲」書道グラフ掲載

〈金文〉―４５
１９６２年（昭和３７）５０歳
○「蘇東坡・湖橋」毎日書道展
　

〈草〉
　　　
△第三回日中交換書道展●「王昌齢詩・重別李評事 日展

〈行草〉―４６
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作品図版
「王之渙詩・登鸛雀樓」―１
「李太白・二首」―２「李太白・秋浦歌其十」―４
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「李太白・江上吟」―３
「李太白・對雪獻從兄虞城宰」―５
「時として」―６
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「王昌齢詩・重別李評事」―７
「杜子美詩・王閬州筵奉酬十一舅惜別之作」―８
「杜子美詩・紫宸殿退朝口号」―９「杜子美詩・戯爲六絶句」―１０
「劉長卿・感懐」―１３
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「杜子美詩・戯爲六絶句
　
六」―１１
「杜子美詩・戯爲六絶句
　
三」―１２
「蘇東坡詩・縦筆」―１４
「氣満」―１５
「無盡蔵」―１６
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「静退隯滅明」―１７
「迢欲寨軀」―１８
「白楽天詩」―１９
「蜻蜓款颺」―２０
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「白楽天五律」―２１
「七言対句」―２２
「白楽天七絶二首」―２３
「萬化齊軌」―２４
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「芳草色濃帰路遠
　
啼鶯意倦出花遅」―２５
「白居易詩・山中五絶句
　
林下樗」―２６
「杜甫詩・刈稲了詠懐」―２８
「白楽天詩二首」―２７
「壷裡春」―３０
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「吾愛陶隠居」―２９
「白楽天詩・晩秋閑居」―３１「白楽天詩・微雨夜行」―３２
「縦畼」―３３
「謝繹詩」―３５
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「天垂餘慶」―３４
「不羈」―３６「蘭亭詩」―３９
「春潮来」―３７
「無礙」―３８
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「逸懐」―４０
「趙世昌詩・春閨怨」―４３
「陽乘陰」―４１
「嘯傲」―４２
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「欧陽炯・三字令」―４４「臨鄭登叔鬲」―４５「王昌齢詩・重別李評事」―４６
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